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建設産業におけるロボット活⽤のニーズ

現在の⽇本の建設産業の状況
・社会資本の⽼朽化及び点検／診断ニーズの顕在化
（笹⼦トンネル事故 その他の事例）

・震災復興需要による労働⼒不⾜
・東京オリンピックに向けた更なる労働⼒／技能者の確保

労働⼒不⾜への対処
適切な点検／診断の実現

建設ロボットなどのツールを活⽤
した効率的な点検／診断の実現

２

橋梁不可⽀部点検アプローチツールのニーズ
橋梁構造、周辺状況

添架物及び添架物背⾯部、狭部

狭部

アーチ橋 トラス橋

添架物の詳細状況
狭部床板部

落橋防⽌壁による⽀承部

複数の構造物が隣接

床板狭部床板状況が確認不可 桁と添架物の組合せ部

端横桁背⾯、胸壁前⾯桁構造狭部⽀承部
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⼈の⽴ち⼊りが困難な橋梁狭隘部等の不可視部に対しては有効な点検橋梁の⽬視
点検⼿段が無い。→ 診断や補修設計等に必要な点検データが⼗分に得られてい
るか？ 簡易橋梁点検機器 ポール伸縮タイプ

橋梁下部・上部より確認

⾜場による点検

点検の実態①
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点検の実態②
橋梁点検⾞ バケット式
フレキシブルな点検範囲を確保
橋梁上部・下部より確認

橋梁点検⾞ 歩廊式
歩廊部において歩いて点検が可能
橋梁上部より確認

⾼所作業⾞ リフトブーム式、シザース式
橋梁下部より確認 5

現状点検の実態

近接⽬視による点検ニーズよ
り、近接へのアプローチ⼿法
がこれまで以上に望まれる。

当技術のニーズについて①

橋梁定期点検要領の改訂（平
成26年6月）より5年に１回、
近接⽬視による点検を基本と
する

これまでの橋梁点検

これからの橋梁点検

国⼟交通省道路局HP
道路の⽼朽化対策「⽼朽化対策の取組み」より
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国⼟交通省道路局HP『「定期点検要領」に関する地⽅公共団体への意⾒照会について』より

物理的に近づくことができない箇所、且つ構造上重要な箇所について、近接への
アプローチ⼿法及び記録システム等の技術開発が必要

当技術のニーズについて②

Q.近接⽬視が困難でやむをえない場合の近接⽬視と
同等の⼿段とは具体的に⽰してほしい
（地⽅公共団体） A.物理的に近づくことができない場合を除き近接⽬視

で点検をして下さい。なお物理的に近づくことができ
ない場合の点検⽅法としてファイバースコープ、弾性
波探査などがありますが、実際の適⽤については、現
場の諸条件を踏まえて、個別に検討していく必要があ
ります。（国⼟交通省）

点検要領の改訂により、近接⽬視が困難な場合でも基本的に近接⽬視を⾏
うことが求められる。
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点検評価及び
調書等の作成

伸縮・自由稼働型スコープによる
狭部・不可視箇所等の解消
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支承部・桁構造狭部等の適切な点検・診断

橋梁点検不可視部アプローチツール概要

特許出願済

橋梁点検不可視部アプローチツール
アプローチツール
連携点検記録システム
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本技術は、橋梁狭隘部へ⾃由に進⼊できるフレキシブルアーム装置、そ
れと連携した点検記録システムを⽤いることにより、橋梁点検を低コス
トで安全かつ容易に⾏うことを可能にする技術である。

点検評価及び
調書等の作成

伸縮・自由稼働型スコープによる
狭部・不可視箇所等の解消
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支承部・桁構造狭部等の適切な点検・診断

従来の点検⼿法と当技術を組み合わ
せ、狭隘部の状況確認を可能にする。

当技術使⽤例
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従来の点検⼿法

アプローチツール

橋梁不可視部点検アプローチツール（イメージ）

従来：橋梁（点検対象）への⼲渉が考えられる
本技術：軌跡を追従することで点検対象への⼲渉がない
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点検・診断

情報処理

適切な補強･補修

データ評価

損傷箇所の撮影

アプローチツール

画像
データ

アプローチツール連携点検記録システム

現場にて、損傷写真を取り込み、
点検調書に必要な基本情報を入力

橋梁点検システムサーバ

損傷情報などの
点検情報をデータ
ベースに登録

橋梁点検システムサーバ

各種点検調書を出力

各種点検調書

サーバ上のデータベー
スより、基本データ、
履歴情報等を参照

特定損傷個所の経
年変化の把握など
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構造上重要な箇所にも関わらず、従来近接⽬視が不可能
だった箇所についても（アプローチツールを⽤いた）近接
⽬視が可能となる。

・タッチパネルを⽤いて直感的に操作を⾏うことが可能で
あるため、点検記録を効率良く⾏うことが出来る。
・同⼀箇所の経年劣化状況を容易に把握できる。

効果的・効率的な橋梁の維持管理を実現

アプローチツール連携点検記録システム

橋梁不可視部点検アプローチツール

まとめ
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現在は研究期間中で1/2スケールモデルの作成及び動作検証段階である。今
後、製品化の際に必要な強度や操作性等の課題点ついて照査すること等が必
要である。
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